
平成 28年度東京都立食品技術センターの管理運営状況一次評価シート 

大項目 項目 確  認  項  目 評 価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管 

 

理 

 

状 

 

況 

適 

切 

な 

管 

理 

の 

履 

行 

協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか 配点 
   

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る 

1 施設・設備の保守点検 

 

総合的施設・設備安全点検（年４回） 

安全衛生推進者による職場巡視（月１回） 
×１ ○   

2 施設の清掃 

 

定期清掃（年４回） 

大規模清掃（年１回） 
×１ ○   

3 施設の警備 専用施設内巡回点検（１日２回） ×１  ○  

4 人材育成の取組 

 

セミナー・講習会等への参加（年１０回） 
×２ ○   

5 利用者の平等利用への取組 

 

各事業実施要領・取扱規準の整備 

整備状況の点検・改善（年１回） 
×１  ○  

＜評価の内容＞ 

○ 安全衛生推進者による職場巡視をはじめとした施設管理について、計画と同等以上の実績を上げている。 

○ 人材育成の取組についても、限られた人員の中、研究員を派遣するなど積極的に取り組んでおり、今後とも、都民ニーズに応えられるよ

う人材育成に取り組まれたい。 

法 

令 

等 

の 

遵 

守 

個人情報保護、報告等は適切に行われているか 配点 
    

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る 

1 個人情報保護の取組 

 

個人情報関係文書の保管状況点検（年１回） 

研修の実施（年１回） 
×１  ○  

2 情報公開の取組 

 

情報公開取組体制の点検（年１回） 

研修の実施（年１回） 
×１  ○  

3 環境配慮への取組 

 

コピー用紙の再利用 

不要な照明の消灯 
×１ 

 

 
○  

4 各種法令等の遵守体制の整備 

 

労働安全衛生法に関する整備点検（年１回） 

高圧ガス取締法に関する整備点検（年１回） 

フロン排出抑制法に関する整備点検（年４回） 

×１  ○  

5 利用記録等各種情報の管理 

 

保管場所の施錠 

データアクセスのＩＤ制御の実施 
×１  ○  

6 毒物・劇物等の管理徹底 

 

管理システムの整備 

定期点検の実施（毒物月１回、劇物年４回） 
×１  ○  

7 行政手続きの公表・遵守 

 

標準処理期間の公表・遵守 
×１  ○  

8 都への報告・連絡 

 

履行確認書の提出（月１回） 

歳入調定の報告（月１回） 
×１  ○  

＜評価の内容＞ 

○ 個人情報保護、情報公開、環境配慮、安全衛生等の法令遵守、情報管理、毒劇物管理、行政手続きの公表･遵守につき、各法令に基づき適

切に行われており、今後も重大事故などのないよう、計画的かつ適切な取組を実施されたい。 

安 

全 

性 

の 

確 

保 

施設の安全性は確保されているか 配点 
   

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る 

1 施設・設備の安全性の確保 

 

専用施設・設備の安全点検 

（スクラバー年１回、中和装置年４回） 
×１  ○  

2 防災への配慮 

 

消防訓練への参加（年１回） 

消防設備・消火器設置場所の点検（年２回） 
×１ ○   

3 防犯への配慮 

 

各部屋の施錠（１日１回） 
×１  ○  

4 緊急時対策 

 

緊急連絡体制の整備 

緊急対応訓練実施（年１回） 
×１  ○  

5 施設・設備管理に関する書類等の

管理 

安全管理マニュアルの整備 
×１  ○  

＜評価の内容＞ 

○ 安全点検や防災・防犯対策、緊急時の対応訓練、安全管理マニュアルの整備など着実に実施されている。今後とも日々の業務の中で計画

的かつ着実に取り組まれたい。 

財 

務 

・ 

財 

産 

の 

適切な財務運営・財産管理が行われているか 配点    

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る 

1 収支状況（安定的な運営） 

 

収入計画（平成２８年度 ４，７３１千円） 

収支計画（平成２８年度１０４，７３３千円） 
×１   ○ 

2 経理処理 

 

指定管理予算の明確な区分管理 

帳簿、関係書類による経理状況の明確化 
×１  ○  

3 都有財産（物品等）の管理 

 

物品管理者別物品一覧表の整備 

不適格品、亡失品等の報告 
×１  ○  

4 経理・現金に関する書類等の管理 

 

帳簿、関係書類の整備、保存 

通帳、印鑑、現金の厳重管理 
×１  ○  

5 経理関係帳票の点検実施 

 

定期的な自己点検 

（歳入:月１回、歳出:年４回） 
×１ ○   



状 

況 

＜評価の内容＞ 

○ 収入計画について、受託事業の予算額に対する収入実績が計画額を下回っているが、施設 PRに努め、技術者研修会・依頼試験においては

計画とほぼ同等、開放試験室においては予算額を上回っている。今後とも継続して施設 PRなどの強化を図り、利用促進に努められたい。 

また、歳入・歳出の自己点検については、計画以上の実績をあげており、今後とも適正な金銭管理に努められたい。 

事 

 

業 

 

効 

 

果 

 

利 

用 

の 

状 

況 

事業計画どおりの利用状況となっているか 配点 
    

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る 

1 利用者数 

 

開放試験室利用件数（810件） 
×２ ○   

2 利用促進への取組 

 

ホームページの更新（年１２回） 

パンフレット配布（年６回） 

研究情報提供（年４回） 

×１ ○   

＜評価の内容＞ 

○ 開放試験室の利用件数は、計画件数を上回る実績を上げた。(達成率 472％) 

○ 利用促進への取組についても、随時 HPを更新するほか、イベントにおけるパネル展示やパンフレット配布などを通じ、積極的に取り組ん

でいる。 

○ また、海外からの研修団を受け入れており、今後とも積極的な利用促進に取り組まれたい。 

事 

業 

の 

取 

組 

事業計画どおりのサービスが提供されているか 配点 
    

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る 

1 事業の企画、実施 

 

展示会への参加（年４回） 

１階展示スペースの活用 
×１  ○  

2 サービス向上に向けた取組 

 

設置機器の管理・更新（年４回） 

専門図書等の管理・整備（年４回） 
×１ ○   

3 特色ある取組の実施 

 

業種別研究会（年１２回） 
×２ ○   

＜評価の内容＞ 

○ センター事業の PR に向けて展示会などへの参加も計画通りに行っており、開放試験室利用件数が計画件数を上回るなどの成果が出てい

る。今後とも利用促進への取組を強化されたい。 

○ 設置機器・専門図書の随時点検などについて適切に取り組まれており、サービスの維持向上に努めている。 

利 

用 

者 

の 

反 

応 

事業内容、職員対応等について、利用者の反応はどうか 配点 
   

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る 

1 利用者の満足度 満足度調査結果（「満足」80％以上） 
×２ ○   

2 利用者ニーズの把握 

 

利用者アンケート（月１回集計） 
×２  ○  

3 苦情等への対応 

 

苦情の対応記録と職員周知 
×１  ○  

＜評価の内容＞ 

○ 開放試験室について、利用者のアンケート調査による平均満足度は高い結果となった。今後は利用者ニーズの把握を一層強化できるよう、

回答率の向上に向けて、利用者に対しアンケートのフィードバックを行う体制整備に努められたい。 

行 

政 

目 

的 

の 

達 

成 
行政と連携を図り施設の目的を達成しているか 配点 

   

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る 

1 指導・相談・普及業務の実施 

 

技術者研修会（年４回） 

講演会（年２回） 

研究成果発表会（年１回） 

技術相談（1,100件） 

×２  ○  

2 試験研究業務の実施 

 

経常研究・技術開発研究（８課題） 
×２  ○  

3 依頼試験の実施 

 

化学・物理・微生物等分析試験（448件） 

受託事業（４課題） 
×２   ○ 

4 他機関、地域との連携 

 

事業推進会議（年１回） 

共同開発研究（４課題） 
×２  ○  

＜評価の内容＞ 

○ 東京都の施策を実現するために、都との連携のもと試験研究課題を設定するなど、都と一体となって事業に取り組んでいる。 

○ 依頼試験の実績が昨年度より減少し、計画水準を下回っている。 

○ 共同開発研究を行い、関係機関との連携にも取り組んでいる。  

 

特記事項 

○ ２７年度に引き続き、開放試験室の利用件数が計画件数を上回る実績を上げたことは評価できる。 

○ ＨＰによる情報発信やイベント等への参加によりセンター事業のＰＲ強化に努めており、また、海外からの研修団を受け入れる等、今後

とも利用促進に向けて積極的に取り組まれたい。 

要改善事項等 

 



 

 

 

【一次評価結果】 

 

 

事業者の 

財務状況 

（大幅な変化が

あるかどうか） 

＜財政基盤の安定性＞ 

 ２８年度決算によると、東京都、区市町村、農林水産業団体からの出捐金１１億８千万円余の基本財産を持つとともに、特定事業目的の

ための基金等も合わせ、７２億円余の正味財産を有している。 

＜事業の継続性＞ 

 東京都農林水産振興財団は、東京都の農林水産業振興施策の一翼を担っている公益財団法人で、収入の８割超が東京都からの補助事業、

受託事業等である。また、２８年度決算において、財務諸表、収支計算書について独立監査人（公認会計士）による監査を受けた結果、「財

務諸表等が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠して、当該財務諸表等に係る期間の財産及び損益（正

味財産増減）の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。」との報告を受けている。 

 以上より、事業の継続性は認められる。 

特命要件の 

継   続 

特命要件が継続しているかなど 

 特命の前提となった施設の位置づけ 

（農林財団の試験研究部門である農林総合研究センタ―の位置づけ） 
変更なし 変更あり 

東京都農林水産振興財団の特性と果たした役割 

（食品の原材料の機能性食品の開発、食品技術センターと共同研究の実施） 
団体の特性が十分に

発揮されている 

団体の特性が十分に

発揮されていない 

都との連携体制 実施 未実施 

事業の取組状況・進捗度 適切な実施状況 不適切な実施状況 

＜評価の内容＞ 

○ 長年にわたる農林水産業及び食品加工技術に係る試験研究、技術相談、依頼試験等の実績を活用し、都の施策と連携して都内の農林水産  

 業及び食品産業の振興を図っている。 

 

評点   

標準点 評価基準 

44点 

Ｓ Ａ+ Ａ Ｂ 

59点以上 
58点以下 

55点以上 

54点以下 

39点以上 
38点以下 

一次評価結果 

得点 

Ａ+ 

55 



○ 点数計算について 

   

  １ 管理状況 

    〔適切な管理の履行〕 

      ○水準を上回る  ８点 ＝ {（配点１点×２項目）＋（配点２点×１項目）}×換算点数２点 

      ○水準どおり   ２点 ＝ 配点１点×２項目×換算点数１点 

      ○水準を下回る  ０点 ＝    ０項目×換算点数０点 

           合計 １０点 ・・・① 

 

    〔法令等の遵守〕 

      ○水準を上回る  ０点 ＝    ０項目×換算点数２点 

      ○水準どおり   ８点 ＝ 配点１点×８項目×換算点数１点 

      ○水準を下回る  ０点 ＝   ０項目×換算点数０点 

           合計  ８点 ・・・② 

 

    〔安全性の確保〕 

      ○水準を上回る  ２点 ＝ 配点１点×１項目×換算点数２点 

      ○水準どおり   ４点 ＝ 配点１点×４項目×換算点数１点 

      ○水準を下回る  ０点 ＝   ０項目×換算点数０点 

           合計  ６点 ・・・③ 

 

    〔財務・財産の状況〕 

      ○水準を上回る  ２点 ＝ 配点１点×１項目×換算点数２点 

      ○水準どおり   ３点 ＝ 配点１点×３項目×換算点数１点 

      ○水準を下回る  ０点 ＝    ０項目×換算点数０点 

           合計  ５点 ・・・④ 

                    

  ２ 事業効果  

   〔利用の状況〕 

      ○水準を上回る  ６点 ＝ {（配点１点×１項目）＋（配点２点×１項目）}×換算点数２点 

      ○水準どおり   ０点 ＝    ０項目×換算点数１点 

      ○水準を下回る  ０点 ＝    ０項目×換算点数０点 

          合計   ６点 ・・・⑤ 

 

    〔事業の取組〕 

      ○水準を上回る  ６点 ＝ {（配点１点×１項目）＋（配点２点×１項目）}×換算点数２点 

      ○水準どおり   １点 ＝ 配点１点×１項目×換算点数１点 

      ○水準を下回る  ０点 ＝    ０項目×換算点数０点 

          合計   ７点 ・・・⑥ 

 

    〔利用者の反応〕 

      ○水準を上回る  ４点 ＝ 配点２点×１項目×換算点数２点 

      ○水準どおり   ３点 ＝ {（配点２点×１項目）＋（配点１点×１項目）}×換算点数１点 

      ○水準を下回る  ０点 ＝    ０項目×換算点数０点 

          合計   ７点 ・・・⑦ 

 

    〔行政目的の達成〕 

      ○水準を上回る  ０点 ＝      ０項目×換算点数２点 

      ○水準どおり   ６点 ＝ 配点２点×３項目×換算点数１点 

      ○水準を下回る  ０点 ＝ 配点２点×１項目×換算点数０点 

          合計   ６点 ・・・⑧ 

 

 

   一次評価   （①～⑧の合計） ＝ ５５点 

 

 

 

 

 

 

 



 

 東京都指定管理者管理運営状況評価に関する指針  平成２９年４月改訂版   総務局行政改革推進部 

 

 

  

○ 確認項目の評価・・・３段階で評価 

 

・「水準を上回る」・・・達成度 概ね計画の１１０％以上 

・「水準どおり」 ・・・達成度 概ね計画通り 

・「水準を下回る」・・・達成度 概ね計画の９０％未満 

     

  

【換算点数】 

  ・「水準を上回る」・・・２点 

  ・「水準どおり」 ・・・１点 

  ・「水準を下回る」・・・０点 

 

○ 確認項目の評価の基準は、「指定管理者が果たすべき業務の水準」とし、なるべく客観的な情報を基に 

  達成状況を分析する。 

 

  ○ なお、確認項目の一部について、施設が果たすべき役割や都が特に重視する事項を明確にし、 

その成果をより確実に評価に反映するために、得点を２倍とする配点の増加を認めるものとする。 

 

                            

  

 ○ 一次評価（局評価）の評価基準 

 ・・・各確認項目の評価の得点の合計点に基づき、一次評価を決定する。 

    一次評価は、全確認項目において、中位の評価（「水準どおり」）を受けた場合の合計点を 

「標準点」として、次の４段階と定める。 

 

  ・Ｓ・・・「標準点の１．３３倍（小数点以下切上）」点以上 

  ・Ａ＋・・「標準点の１．２５倍（小数点以下切上）」点以上かつ 

       「標準点の１．３３倍（小数点以下切上）－１」点以下 

  ・Ａ・・・「標準点の０．８８倍（小数点以下切捨）＋１」点以上かつ 

       「標準点の１．２５倍（小数点以下切上）－１」点以下 

  ・Ｂ・・・「標準点の０．８８倍（小数点以下切捨）」点以下 

                                     

 



施設名称：東京都立食品技術センター
指定管理者：公益財団法人東京都農林水産振興財団

大項目 項目

確 認 事 項

【◎：事業報告書での確認事項　　○：実地調査での確認事項】

1
施設・設備の保
守点検

専用施設の設備点検
安全衛生推進者による職場巡視

4回／年
1回／月

4回／年
4回／月

100%
400%

◎履行確認書P24
総合的施設・設備安全点検実施(5/24、8/29、11/25、2/21)
○安全衛生推進者による職場巡視（週1回の施設総点検）

2 施設の清掃
定期清掃
大規模清掃

4回／年
1回／年

5回／年
1回／年

125%
100%

◎履行確認書P25
業者による定期清掃の実施（5/8ガラス、5/22定期、5/25側溝、6/5カーペット、7/10ガラス、7/24定期、
7/27側溝、9/10ガラス、9/25定期、9/28側溝、11/13ガラス、11/27定期、11/30側溝、1/15ガラス、1/25
側溝、1/29定期、3/12ガラス、3/29側溝）
大規模清掃（12/12）

3 施設の警備 専用施設内巡回点検 2回／日 2回／日 100% ○1日2回、登庁・退庁時に室内取締簿に基づく巡回点検の実施状況の確認

4 人材育成の取組 セミナー・講習会等への参加 10回／年 16回／年 160%

◎履行確認書P29-33
HACCP義務化に向けた最新情報を探る(4/21)、食品工場における食中毒の予防と対策(4/28)、食の安全を
確保するための微生物検査協議会(6/2)、分析機器基礎講座(6/8)、実践唎酒セミナー(6/14･15)、食品製
造の現場における異物混入防止対策講習会(6/21)、HPLCオンサイトトレーニング（7/21）、HACCP細菌･
虫･カビの発生を抑制する現場の温湿度管理技術セミナー（7/26）、パティスリー＆ブーランジェリー
ジャパンワールド2016（8/1･2)、HACCP導入に向けた迅速検査（8/3）、日本清涼飲料研究会（10/14）、
日本食品分析センター技術成果発表会（10/21）、食品工場における現場改善・管理の実践（1/31）、食
品製造の現場における異物混入防止対策講習会（2/17）、JRCA食品安全衛生講演会（3/2）、食品開発サ
ポートセミナー（3/8）、

5
利用者の平等利
用への取組

各事業実施要領・取扱規準の整備
整備状況の点検・改善

要領等整備
1回／年

整備済み
１回／年

100%
100%

○食品技術センターが制定すべき要領・取扱基準（全29要領・基準）について確認
○現時点で制定・改廃の予定の確認

達成率

（評価の内容等）
○　安全衛生推進者による職場巡視をはじめとした施設管理について、計画と同等以上の実績を上げている。
○　人材育成の取組についても、限られた人員の中、研究員を派遣するなど積極的に取り組んでおり、今後とも、都民ニーズに応えられるよう人材育成に取り組まれたい。

○一次評価について

確　　認　　項　　目

管
理
状
況

適
切
な
管
理
の
履
行

協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか

内　　容 実　績項　　目 計　画



確 認 事 項

【◎：事業報告書での確認事項　　○：実地調査での確認事項】

1
個人情報保護の
取組

個人情報関係文書の保管状況点検
研修の実施

1回／年
1回／年

1回／年
1回／年

100%
100%

○現地にて確認　個人情報関係文書の保管状況の確認
◎履行確認書P17　個人情報の保護に関する規定（協定書、財団個人情報保護規定）を遵守
◎履行確認書P17　職場内研修（悉皆）「情報セキュリティ・個人情報保護」の実施（6/13）

2 情報公開の取組
情報公開取組体制の点検
研修の実施

1回／年
1回／年

1回／年
1回／年

100%
100%

○現地にて確認　情報公開対応の体制を確認
◎履行確認書P17　情報公開に関する規定（財団情報公開要綱）により対応
◎履行確認書P17　職場研修（悉皆）「情報公開への対応について～食品技術センター情報の開示～」の
実施（7/11）

3
環境配慮への取
組

コピー用紙の再利用
不要な照明の消灯

用紙再利用
省エネ

用紙再利用
省エネ励行

100%
◎履行確認書P15（なお、達成率は年間の実施状況を見て判断する）
全職員に周知徹底し、コピー用紙の裏面活用を励行
全職員に周知徹底し、使用していない室内照明やトイレ照明の消灯を励行　など

4
各種法令等の遵
守体制の整備

労働安全衛生法に関する整備点検
高圧ガス取締法に関する整備点検
フロン排出抑制法に関する整備点検

1回／年
1回／年
4回／年

1回／年
1回／年
4回／年

100%
100%
100%

○労働安全衛生法に関する整備点検を確認（湯沸器11/25･ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ11/25･ﾎﾞｲﾗｰ7/25･遠心機12/16･圧
力容器等12/16)
◎履行確認書P24
○高圧ガス取締法に関する整備点検（ガスボンベ11/28)
◎履行確認書P25
○フロン類排出抑制法に関する整備点検（フロン類使用機器類5/25、9/20、12/16、3/17）

5
利用記録等各種
情報の管理

保管場所の施錠
データアクセスのＩＤ制御の実施

施錠
ID制御

施錠実施
ID制御実施

100%
100%

○各種情報が記載された紙資料保管場所の施錠状況の確認
○パソコン内（ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ）情報の管理についてデータアクセスのＩＤ制御管理の確認

6
毒物・劇物等の
管理徹底

管理システムの整備
定期点検の実施（毒物月１回、劇物
年４回）

ｼｽﾃﾑ整備
定期点検

ｼｽﾃﾑ整備済
定期点検実施

100%
100%

◎履行確認書P16　　 薬品の保管状況を管理するための薬品管理簿（電子ﾃﾞｰﾀ）を確認。
◎履行確認書P16-17　毒物定期点検（4/28、5/31、6/30、7/29、8/30、9/30、10/31、11/29、12/28、
1/31、2/28、3/30）劇物定期点検（5/23･30、8/26･29、11/25･28、2/20・22）の実施

7
行政手続きの公
表・遵守

標準処理期間の公表・遵守
標準処理期間の

公表・遵守
標準処理期間の

公表・遵守
100%

◎履行確認書P18
標準処理期間（開放試験室の利用承認、依頼試験等の承諾、相談、依頼試験の成績書の交付、成績証明書
の交付）は窓口での公表を確認
標準処理期間内での処理遵守

8
都への報告・連
絡

履行確認書の提出
歳入調定の報告

1回／月
1回／月

1回／月
1回／月

100%
100%

○履行確認書提出済み(5/9、6/9、7/8、8/9、9/8、10/7、11/8、12/8、1/6、2/9、3/7、3/31）
○歳入調定報告済み

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（評価の内容等）
○　個人情報保護、情報公開、環境配慮、安全衛生等の法令遵守、情報管理、毒劇物管理、行政手続きの公表･遵守につき、各法令に基づき適切に行われており、今後も重大事故などのないよう、計画的かつ適切な取
組を実施されたい。

法
令
等
の
遵
守

管
理
状
況

項　　目 内　　容 実　績計　画 達成率



確 認 事 項

【◎：事業報告書での確認事項　　○：実地調査での確認事項】

1
施設・設備の安
全性の確保

専門施設・設備の安全点検
ｽｸﾗﾊﾞｰ：1回／年
中和装置：4回／

年

1回／年
4回／年

100%
100%

◎履行確認書P24-25　施設設備の安全点検
◎履行確認書P24　専門施設・設備の安全点検（ｽｸﾗﾊﾞｰ：11/2   中和装置：5/24、8/9、11/4、2/3）

2 防災への配慮
消防訓練への参加
消防設備・消火器設置場所の点検

1回／年
2回／年

2回／年
2回／年

200%
100%

◎履行確認書p26 消防訓練への参加(2/27、3/3)
○消防設備・消火器設置場所の点検（第1回：9/10　第2回：3/11）

3 防犯への配慮 各部屋の施錠 各部屋の施錠
各部屋の施錠

実施
100%

○試験室など各部屋の使用後における施錠の実施
　職員の不在時におけるフロアー入口のナンバーロック施錠の実施の確認
（なお、達成率は年間の実施状況を見て判断する）

4 緊急時対策
緊急連絡体制の整備
緊急対応訓練実施（年１回）

連絡体制整備
１回／年

連絡体制整備
回／年

100%
100%

◎履行確認書P26-27 緊急連絡網を整備・更新済み
◎履行確認書p27 緊急対応訓練（2/11）

5
施設・設備管理
に関する書類等
の管理

安全管理マニュアルの整備 ﾏﾆｭｱﾙ整備 ﾏﾆｭｱﾙ整備済 100%
◎履行確認書P21
安全管理マニュアルの点検・見直し済み（5月）

確 認 事 項

【◎：事業報告書での確認事項　　○：実地調査での確認事項】

収入の状況（平成28年度、円） 4,731,000 2,600,507 55%
◎履行確認書別紙Ⅵ（予算額に対する実績額の割合）
　収入（達成率）： 試験研究 40%（依頼試験 103%　受託事業 14%）
　　　　　　　　　 技術支援 176%（開放試験室 278%　技術者研修会 98%）

年度収支（平成28年度、円） 104,733,000 87,033,768 83% 　収支（執行率）： 歳出 87,033,768、歳入 2,600,507、収支 84,433,261

2 経理処理

指定管理予算の明確な区分管理

帳簿、関係書類による経理状況の明
確化

予算の明確な区
分管理

経理状況の明確
化

明確な区分管理
の実施

経理状況の
明確化

100%

100%

◎履行確認書別紙Ⅵ
・試験研究（依頼試験、経常研究、技術開発研究、共同開発研究、受託事業）・技術支援
・管理運営 ・建物維持管理　と明確な区分管理の実施
○帳簿（現金出納簿、使用料歳入簿、前渡金処理簿等）による経理状況の確認。

3
都有財産（物品
など）の管理

物品管理者別物品一覧表の整備

不適格品、亡失品等の報告

物品管理簿の
整備

不適格品等の
報告

物品管理簿
整備済み

不適格品等の報
告体制整備済み

100%

100%

◎履行確認書P14
物品管理簿整備済み（センター物品取扱要領に基づく物品管理責任者による適正な管理の実施）
○ 万一、不適格品並びに亡失品が発生した場合の物品使用不適品報告書・物品亡失損傷報告書による都
への報告体制の確認。

4
経理・現金に関
する書類等の管
理

帳簿、関係書類の整備、保存

通帳、印鑑、現金の厳重管理

帳簿整備
通帳等厳重管理

帳簿整備
厳重管理実施

100%

100%

○経理・現金に関する帳簿（現金出納簿等）の確認

○金庫管理の状況を確認

5
経理関係帳票の
点検実施

定期的な自己点検
歳入:1回／月
歳出：4回／年

歳入：16回／年
歳出：12回／年

133%
300%

◎履行確認書P18
　センター幹部職員による経理関係帳票（現金出納事務、経理関係帳票、通帳等）の自己点検実施
歳入（4/18、5/23、6/15、7/20、8/17、9/21、10/20、11/18、12/15、12/28、1/18、2/2、2/20、3/2、3/17、3/31）
歳出（4/18、5/23、6/15、7/20、8/17、9/21、10/20、11/18、12/15、1/18、2/20、3/17）

実　績

収支状況（安定
的な運営）

1

（評価の内容等）
○　収入計画について、受託事業の予算額に対する収入実績が計画額を下回っているが、施設PRに努め、技術者研修会・依頼試験においては計画とほぼ同等、開放試験室においては予算額を上回っている。今後とも継
続して施設PRなどの強化を図り、利用促進に努められたい。
また、歳入・歳出の自己点検については、計画以上の実績をあげており、今後とも適正な金銭管理に努められたい。

達成率

財
務
・
財
産
の
状
況

適切な財務運営・財産管理が行われているか

項　　目 内　　容 計　画

安
全
性
の
確
保

施設の安全性は確保されているか

項　　目 内　　容 計　画

管
理
状
況

達成率

実　績

（評価の内容等）
○　安全点検や防災・防犯対策、緊急時の対応訓練、安全管理マニュアルの整備など着実に実施されている。今後とも日々の業務の中で計画的かつ着実に取り組まれたい。



確 認 事 項

【◎：事業報告書での確認事項　　○：実地調査での確認事項】

1 利用者数 開放試験室利用件数 810件 3,820件 472%

◎履行確認書 、別紙Ⅳ-1＜開放試験室利用件数＞
第1四半期　 4月110件、　5月97件、　 6月330件　　計　 537件
第2四半期　 7月793件、　8月403件、　9月605件　　計　1801件
第3四半期　10月731件、 11月222件、 12月120件　　計　1073件
第4四半期　 1月121件、  2月118件、  3月170件 　 計   409件（4月～3月 計3,820件）

2
利用促進への取
組

ホームページの更新
パンフレット配布
研究情報提供

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更
新：12回／年

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布：6
回／年

研究情報提供：
4回／年

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更
新：　17回/年
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布：6

回/年
研究情報提供：

4回/年

142%
100%
100%

◎履行確認書P7
HP管理ﾁｰﾑによるHP更新の実施（4/12、4/18、5/2、6/2、6/15、6/24、7/12、8/29、9/20、10/3、11/17、12/22、1/10、
1/20、2/28、3/13、3/21）
◎履行確認書P2-6
〇パンフレットの配布
ifia JAPAN2016（健康･機能性食品素材展）（5/18-20）、第１回講演会（5/26）、食の市（東京産加工食品の展示即売)
（9/29-30）、食品開発展2016（10/5-7）、第２回講演会（10/17）、東京農林水産フェア（10/22）
◎研究情報の提供
農総研だより第36号（4月）、東京都立食品技術センターだより第23号（9月）、農総研だより第38号（10月）、東京都立食
品技術センターだより第24号（3月）
○JICA研修団受入（フィリピン国官民研修団18名）（10/27)

確 認 事 項

【◎：事業報告書での確認事項　　○：実地調査での確認事項】

1
事業の企画、実
施

展示会への参加

１階展示スペースの活用
４回／年 4回／年 100%

◎履行確認書P4-6
・ifia JAPAN2016（健康･機能性食品素材展） 5/18-20　事業･研究成果、地域特産品認証食品等の紹介、
パネル展示、パンフレット配布
・食の市（東京産加工食品への展示即売）　9/29-30　パネル展示、パンフレット配布
・食品開発展2016　10/5-7　事業･研究成果、地域特産品認証食品等の紹介、パネル展示、パンフレット
配布
・東京農林水産フェア　10/22　パネル展示、パンフレット配布

○１階展示スペースの目に付きやすい場所で、センター関連製品やパンフレットを展示し、ＰＲを行って
いる。

2
サービス向上に
向けた取組

設置機器の管理・更新
専門図書等の管理・整備

４回／年
４回／年

5回／年
4回／年

125%
100%

○備品検討委員会による設置機器の管理･更新実施(5/13、8/10、9/8、10/14、12/9)
○図書チームによる専門図書等の管理・整備実施(6/13、9/12、11/29、2/27)

3
特色ある取組の
実施

業種別研究会 12回／年 14回／年 117%
◎履行確認書　別紙Ⅰ-1-③
　食品産業研究会6回、醸造研究会1回、漬物研究会2回、ソース研究会2回、製粉研究会2回、魚肉ねり製
品研究会1回

達成率

実　績

（評価の内容等）
○　開放試験室の利用件数は、計画件数を上回る実績を上げた。(達成率 472％)
○　利用促進への取組についても、随時HPを更新するほか、イベントにおけるパネル展示やパンフレット配布などを通じ、積極的に取り組んでいる。
○　また、海外からの研修団を受け入れており、今後とも積極的な利用促進に取り組まれたい。

内　　容 計　画

事
業
の
取
組

事業計画どおりのサービスが提供されているか

項　　目 内　　容 計　画 実　績

（評価の内容等）
○　センター事業のPRに向けて展示会などへの参加も計画通りに行っており、開放試験室利用件数が計画件数を上回るなどの成果が出ている。今後とも利用促進への取組を強化されたい。
○　設置機器・専門図書の随時点検などについて適切に取り組まれており、サービスの維持向上に努めている。

事
業
効
果

利
用
の
状
況

事業計画どおりの利用状況となっているか

項　　目 達成率



内　　容 計　画 実　績 確 認 事 項

【◎：事業報告書での確認事項　　○：実地調査での確認事項】

◎事業報告書別紙Ⅳ-2

＜開放試験室利用に関するアンケート結果＞

　　　　　　　　　　　第１四半期 　　　　　　第2四半期　　　　　　　　第3四半期　　　　　　　　第4四半期
　　　　　　　　　　（利用81　回答59）　　（利用101　回答72）　　 　（利用74　回答60）　　　（利用81　回答74）
・受付の対応　　　　　満95% 普3%　　　　　　満72% 普28%　　　　　　　　満100% 普0%　　　　　　満100% 普0%
・職員の対応　　　　　満90% 普8%　　　　　　満76% 普24%　　　　　　　　満 98% 普2%　　　　　　満100% 普0%
・使い勝手　　　　　　満88% 普12% 　　　　  満73% 普27% 　　　　　　   満 98% 普2%　　　　 　 満 99% 普1%
・設置機器類　　　　　満95% 普5% 　　　　 　満82% 普18%              　満 97% 普3%       　 　満100% 普0%
　　満足度
☆開放試験室の平均満足度91%

2
利用者ニーズの
把握

利用者アンケート（月１回集計） １回／月 1回／月 100%

◎履行確認書別紙Ⅳ-2
　「開放試験室利用に関するアンケート」において、利用者ニーズを把握
◎履行確認書
・ifia JAPAN2016（5/18-20）にてアンケートを実施（第1四半期別紙Ⅰ-3-①）

3 苦情等への対応 苦情の対応記録と職員周知
苦情記録
職員周知

苦情なし
周知体制の整備

済み
100%

○苦情実績を確認
○苦情記録簿による職員への周知体制を確認

計　画 実　績 確 認 事 項

【◎：事業報告書での確認事項　　○：実地調査での確認事項】

1
指導・相談・普
及業務の実施

技術者研修会
講演会
研究成果発表会
技術相談

4回／年
2回／年
1回／年
1,100件

4回／年
2回／年
1回／年
1,163件

100%
100%
100%
106%

◎履行確認書P1　別紙Ⅰ-1-(4)-①
・技術者研修会①食品製造現場で役立つ簡易検査　参加者：20名（7/13）
・技術者研修会②食品の微生物検査・生菌数測定入門編　参加者：16名（9/14、9/16）
・技術者研修会③食品の微生物検査（大腸菌群）　参加者：13名（10/26）
・技術者研修会④食品製造現場で役立つ簡易検査　参加者：18名（11/10）
◎履行確認書P3
・講演会①「日本食品標準成分表2015版(七訂)～改定のポイントと実務への活用～」、「機能性農産物の開発と機能性表示
制度の活用」　　参加者：96名（5/26）
・講演会②「食品の蛍光指紋による鑑別・定量」　　参加者：35名（10/17）
◎履行確認書P2　 研究成果発表会（10/17）
テーマ①清酒の醸造過程における真菌叢の経時的変化の解析
テーマ②新島産あめりか芋の品質に加温加湿処理および貯蔵温度が与える影響
◎履行確認書P1   電話等相談 773件、来所相談 390件

2
試験研究業務の
実施

経常研究・技術開発研究 8課題 8課題 100%
◎履行確認書P8
経常研究5課題、技術開発研究3課題を実施中

化学・物理・微生物等分析試験 448件 365件 81%
◎履行確認書P11、別紙Ⅲ-3
化学試験 127件、物理試験 0件、微生物試験 224件、成績証明書交付14件の計365件実施

受託事業 4件 3件 75%
◎履行確認書P9、別紙Ⅱ-4
受託事業3件を実施

4
他機関、地域と
の連携

事業推進会議
共同開発研究

1回／年
4課題

1回／年
4課題

100%
100%

◎履行確認書P15-16   事業推進会議（7/6）
◎履行確認書P8  、別紙Ⅱ-1
共同開発研究4課題を実施

3

満足80%以上

（評価の内容等）
○　東京都の施策を実現するために、都との連携のもと試験研究課題を設定するなど、都と一体となって事業に取り組んでいる。
○　共同開発研究を行い、関係機関との連携にも取り組んでいる。

114%

（評価の内容等）
○　開放試験室について、利用者のアンケート調査による平均満足度は高い結果となった。今後は利用者ニーズの把握を一層強化できるよう、回答率の向上に向けて、利用者に対しアンケートのフィードバックを行う
体制整備に努められたい。

行
政
目
的
の
達
成

行政と連携を図り施設の目的を達成しているか。

項　　目 内　　容 達成率

依頼試験の実施

利
用
者
の
反
応

事業内容、職員対応について、利用者の反応はどうか

項　　目 達成率

1 利用者の満足度
満足度調査結果（「満足」80％以

上）
91%

事
業
効
果



特記事項
○　２７年度に引き続き、開放試験室の利用件数が計画件数を上回る実績を上げたことは評価できる。
○　ＨＰによる情報発信やイベント等への参加によりセンター事業のＰＲ強化に努めており、また、海外からの研修団を受け入れる等、今後とも利用促進に向けて積極的に取り組まれたい。

要改善事項等















































































































































1 課題名 評価 Ｂ

2 課題名 評価 Ｂ

3 課題名 評価 Ｂ

1 課題名 評価 Ｂ

2 課題名 評価 Ｂ

3 課題名 評価 Ｂ

4 課題名 評価 Ｂ

5 課題名 評価 Ｂ

6 課題名 評価 Ｂ

※事前及び中間評価について、研究内容が真似されることを防ぐため、課題名及び評価のみ公表となります。

TOKYO X の特徴を活かした発酵食肉製品の開発(H28～H30)

東京都産清酒の品質向上に向けた製造方法の検討

中間評価課題　課題一覧

乳酸菌を利用した漬物加工技術に関する研究(H27～H29)

麹菌・清酒酵母以外の微生物が清酒の品質に及ぼす影響の解
明(H27～H29)

小麦粉成分の調製によるゆでうどんの経時的軟化の抑制(H27
～H29)

コマツナにおける機能性成分の挙動に関する研究(H28～H30)

酢酸菌を利用した多様な果実発酵食品の開発(H28～H30)

事前評価課題　課題一覧

大麦麺の品質向上に関する研究

新しい風味の減塩発酵漬物の開発



1 課題名　　 評価 Ａ

2 課題名　　 評価 Ｂ

※事後評価について、評価委員からの所見は、今後の研究方針等が含まれるため、非公表となります。

事後評価課題　課題一覧

イカ肉を利用した水産加工技術の研究(H26～H28）

概要

小笠原諸島近海ではソデイカが漁獲されるがほとんど利用されていない。しかし、小笠原島漁協
はソデイカの有効活用を望んでいる。イカ肉は冷凍品等の１次加工品が多く、水産ねり製品等の
２次加工品は少ない。イカ肉は内在プロテアーゼの活性が高いため、水産ねり製品にしても物性
が脆弱なためである。しかし、イカ肉には無脊椎動物特有のパラミオシン等のたんぱく質が多く
含まれており、新しい食感の水産加工品の製造および差別化が期待できる。
本研究では、イカ肉の詳細な性質を明らかにするとともに、内在プロテアーゼを抑制して、イカ特
有の食感を活かした水産ねり製品や魚肉ソーセージ等のファストフィッシュ製品およびその加工
技術の開発を目指す。

東京独自納豆菌のゲノム解析による特性把握(H26～H28)

概要

高品質な納豆菌の安定した生産と供給を目指し，これまでに，東京独自の納豆菌の分離と納豆
製造用スターター（菌液）の製造を納豆製造企業等と共同で実施してきた。納豆菌は，菌株によ
り性質が異なり，納豆を製造した際の粘り・味・香り・豆の硬さや，ビタミン産生能，豆表面での生
育の良否，ファージ感受性などの点で菌株それぞれに特徴がある。また，それらの性質は，菌株
のゲノムの差異・変異の影響を受けるとともに，菌株の培養・継代・保存方法や，芽胞調製方法
などでも変化する。微生物のゲノム構造については，近年の次世代DNAシーケンサーの普及に
より，納豆菌を含めたさまざまな微生物について詳細な特徴解析が進められている。
本研究では，東京独自納豆菌の特性解明と知的財産としての管理を進める目的で，東京独自納
豆菌をはじめとする各種納豆菌の詳細なゲノム解析を実施する。
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